
 

 

歓迎の言葉 生徒代表  倉本みのり＜抜粋＞ 
（中略）今、皆さんの心の中では、中

学生になった喜びで希望に胸をふく

らませると同時に、新たな生活に多

くの不安を感じていると思います。

（中略） 

今年度は、生徒会ビジョン「果敢に

挑戦を重ね、未来を創り出せる 

世羅西中」スローガン「革新」という言葉を掲げてい

ます。 

これまで継承してきたものを大切にしつつ、一人ひ

とりが主体的に挑戦することで新しいものを創り上げ

る学校を目指していきます。これからは世羅西中学校

の一員として、私達と共に「果敢に挑戦を重ね、未来

を創り出せる世羅西中」を創っていきましょう。 

 

 

 
 

  
絆が人を強くし、学びが未来を変える    校長 今田 富士男 

生徒の皆さん、そして保護者の皆様、ご入学・ご進級おめでとうございます。 

今年度も皆さんとともに新たなスタートを迎えられることを、大変うれしく思 

います。 

 さて、今年度から世羅西中学校では、学校教育目標を「温かい絆と深い学び 

で、未来をたくましく生き抜く力を育てる」として、教育活動を進めていきます。 

 世羅西中のよさの一つに、「温かい絆」があります。仲間同士が互いを大切にし合い、教職員

が生徒一人一人に寄り添うことで、安心して学校生活を送ることができます。この安心感こそが、

学びの土台となるのです。「教室は間違ってもよい場所」とよく言われますが、自分の考えや思

いが大切にされると感じられるからこそ、人は安心して自分の考えを表現できます。仲間と伝え

合い、受け止め合う中で、学びは深まっていきます。 

 また、学校生活の中では、うまくいかないことや悩むこともあります。しかし、一人では難し

いことも、仲間と知恵を出し合い、支え合うことで乗り越えることができます。そうした経験が、

未来をたくましく生き抜く力につながるのです。 

 この学校教育目標では、「共創力」「探究力」「自己調整力」 

という「3つの力」を大切にしています。仲間とともに学びを 

創り、自ら問いをもち、よりよく学び続ける力を、日々の授業 

や行事の中で育んでいきます。 

 今年度「明神の舞」は第20代目を迎えます。仲間と心を合わ 

せて一つのものを創り上げるこの取組は、本校の象徴であり、 

学びと成長の大切な機会です。 

一人一人の歩みを大切にしながら、教職員一同、子どもたち 

に寄り添い、支えてまいります。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 

 

 

職   名 氏   名 所属学年等 教 科 部 活 動 

校  長 今田 富士男    

教  頭 瀨 尾  英 寿    

教  諭 

戸 田  泰 裕 １ 学 年 担 任 英     語 陸 上 競 技 部 

橋 本  慶 子 
ひまわり学級 
担  任 数       学 卓   球  部 

高 田 直 也 １ 学 年 所 属 保 健 体 育 バレーボール部 
福光  裕次 １ 学 年 所 属 理 科 陸 上 競 技 部 
加藤   雅 ２ 学 年 担 任 技 術 バレーボール部 

松田  穂香 
たんぽぽ学級 
担     任 

英     語 吹 奏 楽 部 

埜 上  耕 稔 ２ 学 年 所 属 社 会 軟 式 野 球 部 

三与木 優成 2 学 年 所 属 数       学 陸 上 競 技 部 
岡田  真志 ３ 学 年 担 任 国 語 軟 式 野 球 部 
福光  一生 ３ 学 年 所 属 理 科 卓 球 部 
大坂  慎吾 ３ 学 年 所 属 音 楽 吹 奏 楽 部 
森島  彩花 甲山中学校所属 家 庭 科  

養 護 教 諭 平田  佳澄 ３ 学 年 所 属   
事 務 主 事 末川  紗希    
非 常 勤 講 師 熊 谷  美 雄  美 術  

スクール・サポート 
・スタッフ 

田丸  英子    

A L T 
Meceil Aiza 
Modina  英 語  

特別非常勤講師 吉田  和雄  保体（剣道）  
スクールカウンセラー 弓田  梨早    

新入生に、世羅西中学校生徒会の、ビジョンとスローガン、生徒委員会、部活動などについて説明し
ました。新入生は、真剣に聴き、先輩の堂々とした姿を目の当たりにして感動するとともに、先輩への
憧れの気持ちをもったようです。 

生徒会ビジョン 『果敢に挑戦を重ね、未来を創り出せる 世羅西中』 
ビジョンには、自分たちの理想像に向かって果敢に挑戦し続けることで、さらに個人や集団として自

信を持つことができ、それがまた次の行動に繋がり、新たなものやこれからのより良い世羅西中学校の
未来を創り出していくという思いを込めています。 

スローガン『革新（かくしん）』  
現状に満足せず、よりよいものを生み出す 

という意味が込められています。 

 これまでのものを継承しながらも自分 

たちで新しいものを創っていこうという 

前向きな姿を目指していきましょう。 

回 覧 令和８年  ４月 10 日  

学校だより（第１号）  

 

はばたき 
          令和８年度  教職員      （４/10現在） 

誓いの言葉 新入生代表  戸島 靖生＜抜粋＞ 

（中略）中学校では、新しい

出会いの中で、さらに自分を

みがいていきたいと思いま

す。部活動や世羅西中学校伝
統の「明神の舞」、そして新し

く始まる学習を楽しみにし

ています。校訓である「自主・ 

自立・創造」に向けて、よりよい自分になるた
め、よりよい学校にするために、努力していき

ます。 

 これからの中学校生活では、多くの壁もある

と思います。しかし、ぼくたちは、互いのこと
を思いやりながら協力し、14 名全員で前を向

いて取り組むことで、乗り越えていきたいと思

います。 

 

階段清掃を行いました！    ４月５日（金） 
新入生が気持ちよく登校ができるように、

また、新学期を新たな気持ちで迎えるため

に、２・３年生で、階段掃除を行いました。

進級した自分たちの自覚を高めるとともに、

新入生を迎える準備ができました。 

 

よろしくお願いいたします。 

階段掃除を行いました！    ４月３日（金） 

 

新入生オリエンテーション  ４月８日（水） 



 

 

日 曜 ４月の行事予定 日 曜 ５月の行事予定 

1 水 辞令交付（午前） 1 金 明神登山 

2 木   2 土   

3 金 
階段掃除 9：00 
PTA 本部役員会 19：00 

3 日 
〈憲法記念日〉 

4 土   4 月 〈みどりの日〉 

5 日   5 火 〈こどもの日〉 

6 月 就任式・始業式 6 水 〈振替休日〉 

7 火 入学式 7 木   

8 水 
朝会 
新入生交通安全教室 6ｈ 

8 金   

9 木  9 土 
広島県選手権大会世羅郡予選会（陸上） 
PTA 草刈り 

10 金 
学校安全の日 
PTA 総合役員会 

10 日   

11 土   11 月 学校安全の日 

12 日   12 火   

13 月   13 水   

14 火   14 木 内科検診 13：30 

15 水 
朝会 
家族の日  

15 金 
PTA 参観日 
⑤２年 PTC 
⑥親子清掃活動 

16 木 耳鼻科検診 PM 16 土   

17 金 
PTA 参観日 S日程  PTA 総会  
学級懇談会  部活動懇談会 

17 日   

18 土   18 月   

19 日   19 火   

20 月  給食費口座振替日 20 水 家族の日  給食費口座振替日 

21 火  21 木 明神の舞結成式 

22 水 
全国学力学習状況調査（英:読む、書く、質問） 

眼科検診 PM 
22 金   

23 木 全国学力学習状況調査（国・数） 23 土 南部地区春季総合体育大会 

24 金 
地域安全学習 
第１回学校運営協議会（中） 

24 日 南部地区春季総合体育大会 

25 土   25 月   

26 日   26 火   

27 月   27 水 朝会 

28 火   28 木   

29 水 〈昭和の日〉 29 金 心電図 13：30    英検① 

30 木 
全国学力学習状況調査（英：話すこと）
PM 

30 土   

      31 日   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

「1年間のまとめと新年度の決意」 

         （令和７年度）１年 中山 雅大 

ぼくはこの一年間は主に勉強と部

活動の二つのことに力を入れて頑張

りました。中学校に入学して、小学校

に比べて勉強が難しくなり、新しく部

活動も始まりました。やることが増 

え、このままではだめだと思い、この二つを頑張りました。 

 まず勉強では、二つのことを頑張りました。一つ目は先生

の話を集中して聞くことです。中学校ではテストの難易度

が上がり、話を聞かなければ内容を理解できず、テストに活

きないからです。二つ目は問題を解くときはどの単語を当

てはめるのか、どの方法を使えばよいのかを考えながら学

習することです。考えながら学習しないと、ただの作業にな

ってしまい脳に定着しないからです。この二つを意識する

ことで、テストでも安定して点数を取ることができました。 

 次に部活動です。僕は初心者で卓球部に入りましたが、や

っていくうちに卓球にはまっていき、部活は仲間と高めあ

いながら好きなことができる場所になりました。そこで僕

は、長く部活をするために準備を速くするなど、先生から言

われたことやどうやったら上手になるかなど主体的に行動

する力が身に付きました。最近では、親に卓球台を買っても

らい、家でも練習ができています。その結果目標に向かって

コツコツ努力する力も身についたと思います。また、小学校

では先輩後輩の関係をあまり実感していませんでしたが、

中学校に入り先輩や先生などとのかかわり方など礼儀の部

分も成長できたと思います。 

 来年度もまた新しく一年生が入ってくるので、勉強では

今意識していることを引き続き意識していき、部活動では

新しく入ってくる後輩を引っ張っていき、見本となれるよ

う頑張っていきます。 

    「１年間のまとめと新年度の決意」 

        （令和７年度）２年 倉石 一輝  

今年度は、中学校生活で初めての後

輩ができ、先輩としての振る舞いが求

められるようになりました。部活や委

員会など、これまでの指示に従ってい

たら何とかなっていた状況が一変した 

ので、戸惑いもありました。ちゃんとできるかという

不安や緊張もありつつ、成功させるために自分なりに

取り組みました。 

しかし、終わってみると、先生方からは準備不足を指

摘していただき、予測や見通しの甘さを実感していま

す。立場が変わってやっと、先輩たちがいかに苦労し

ながら成功に導いてくれていたことに気付かされまし

た。 

来年度は、今年度の失敗をもとに、行事や委員会など

を絶対に成功させることと、部活動の目標である「南

部大会優勝、県大会出場」を達成できる取り組みをし

ていきます。そして新年度からまた、七つの習慣につ

いても一から見つめ直しますが、その時に同じ反省を

することがないようにもしたいです。そうすることで、

自分の目標と同時に、ビジョン・スローガンの達成に

もつながると思うからです。 

まずは、自分から困難なことにも果敢に挑戦し、未来

を切り拓く行動を実践し、最上級生としての手本とな

る姿を見せていきたいと思います。 

昨年度３月に全校朝会で発表した２名の作文を掲載します。 

 


